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一
九
七
八
年
末
の
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
以
来
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
ベ
ト
ナ
ム
が
支
援
す
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
（
ヘ
ン
・
サ
ム

リ
ン
政
権
）
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
反
政
府
三
派
勢
力
（
ポ
ル
・
ポ

ト
派
、
ソ
ン
・
サ
ン
派
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
派
）
と
の
間
で
内
戦
が
続
い

て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
内
戦
は
、大
国
間
の
代
理
戦
争
で
も
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
に
は
ソ
連
と
ベ
ト
ナ
ム
が
、
三
派
連

合
に
は
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）、
米
国
が

そ
れ
ぞ
れ
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
東
西
冷
戦
下
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

で
は
、
米
ソ
対
立
、
中
ソ
対
立
、
中
越
対
立
の
三
つ
の
対
立
要
因
が

重
層
的
に
絡
み
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

念
願
の
和
平
会
議
参
画

　

一
方
、
日
本
は
一
九
七
七
年
の
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
の
表
明
を

通
じ
、
共
産
化
し
た
イ
ン
ド
シ
ナ
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
全
域
の
平
和

と
安
定
に
協
力
す
る
意
思
を
示
し
た
も
の
の
、
七
八
年
末
の
内
戦
勃

発
に
よ
り
、そ
の
試
み
は
挫
折
を
見
る
。
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
自
体
が
、

七
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
直
後
、
当
該
地
域
で
大
国
間
対
立
が

一
時
的
に
後
退
し
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
が
大
国
同
士
の
代
理
戦
争
の
場
と
な
れ
ば
、
日
本
外
交
も
身
動

き
困
難
と
な
っ
た
。
事
実
、
八
〇
年
代
、
日
本
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
米

北
海
学
園
大
学
教
授

若
月
秀
和

わ
か
つ
き　

ひ
で
か
ず　

二
〇
〇
二
年
立

教
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
、
博
士
（
政
治
学
）。
専
門
は
日
本
政
治

外
交
史
。
著
書
に
『
冷
戦
の
終
焉
と
日
本

外
交
』『「
全
方
位
外
交
」
の
時
代
』
な
ど
。

外
交
極
秘
解
除
文
書
連
載

⑤

一
九
八
九
年
・
天
安
門
事
件
と
冷
戦
終
結
前
夜

和
平
外
交 

夜
明
け
前

ー
ー
一
九
八
九
年
七
～
八
月 

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
会
議
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国
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
、プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
の
正
統
性
を
認
め
ず
、

三
派
連
合
政
府
を
支
持
す
る
立
場
を
維
持
し
た
。

　

そ
れ
で
も
八
〇
年
代
後
半
に
入
り
、
東
西
冷
戦
や
中
ソ
対
立
が
緩

和
し
始
め
る
と
、
日
本
外
交
に
も
動
く
余
地
が
生
じ
て
き
た
。
当

時
、
日
本
は
す
で
に
「
経
済
大
国
」
と
目
さ
れ
て
久
し
く
、
国
際

社
会
か
ら
は
そ
の
経
済
力
に
見
合
う
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

八
八
年
五
月
に
竹
下
登
首
相
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
国
際
協
力
構

想
」
の
三
本
柱
の
一
つ
は
「
平
和
の
た
め
の
協
力
」
で
あ
っ
た
が
（
ほ

か
の
二
つ
は
「
国
際
文
化
交
流
」「
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）」）、

そ
の
目
標
の
実
践
の
場
が
、
ま
さ
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
へ
の
関
与
で

あ
っ
た
。

　
「
国
際
協
力
構
想
」
の
具
現
化
、
さ
ら
に
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
の

目
標
達
成
の
た
め
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
へ
の
関
与
を
目
指
す
日
本
に

と
っ
て
の
喫
緊
の
課
題
は
、
八
九
年
七
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
国

際
会
議
に
招
待
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
関
与

で
き
な
い
ま
ま
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
如
く
戦
後
復
興
に
必
要
な
資
金
の
み
の

拠
出
を
迫
ら
れ
る
事
態
は
、
日
本
の
外
交
当
局
者
た
ち
に
と
っ
て
、

何
と
し
て
も
回
避
し
た
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
水
面
下
で
の
事
前
の

外
交
工
作
に
よ
り
、
会
議
に
招
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
和
平
の
た

め
の
国
際
会
議
に
日
本
が
参
加
す
る
の
は
、
戦
後
初
の
「
快
挙
」
で

あ
っ
た
。

第
一
回
大
臣
レ
ベ
ル
会
合　

和
平
へ
の
展
望
見
え
ず

　

パ
リ
に
お
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
会
議
の
大
臣
レ
ベ
ル
会
合
は
七

月
三
〇
日
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
会
議
で
は
四
つ
の
作
業
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
日
本
は
豪
州
と
共
に
、
①
和
平
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
復
興

計
画
の
素
案
の
準
備
、
②
難
民
お
よ
び
避
難
民
帰
還
の
た
め
の
諸
条

件
を
確
定
、
に
つ
き
議
論
す
る
第
三
委
員
会
の
共
同
議
長
国
に
選
ば

れ
た
。
な
お
第
一
委
員
会
は
停
戦
の
態
様
お
よ
び
国
際
監
視
機
構
の

任
務
と
原
則
、
第
二
委
員
会
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
独
立
・
主
権
・
領
土

保
全
・
中
立
の
保
証
、
武
器
供
与
の
停
止
、
虐
殺
政
策
の
再
来
防
止

を
担
当
し
、
四
番
目
の
「
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
」
は
暫
定
政
権
や

パ
ワ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
国
際
会
議
（
速
報
）」
と
題
さ

れ
た
パ
リ
か
ら
会
議
の
状
況
を
伝
え
る
一
連
の
文
書
に
よ
る
と
、
七

月
三
一
日
午
前
の
会
議
で
は
、
中
越
両
国
が
ス
ピ
ー
チ
で
真
っ
向
か

ら
衝
突
す
る
。
中
国
の
銭
其
琛
外
交
部
長
は
、
九
月
の
越
軍
撤
退
の

発
表
を
歓
迎
す
る
一
方
、「
越
は
軍
事
顧
問
、
偽
装
兵
、
入
植
者
の

民
兵
を
も
撤
退
さ
せ
る
べ
し
」
と
要
求
。
さ
ら
に
、「
シ
ア
ヌ
ー
ク

殿
下
の
下
で
の
四
派
暫
定
政
府
樹
立
が
必
要
」
と
主
張
し
、
和
平
後

の
ベ
ト
ナ
ム
が
支
援
す
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
の
権
力
独
占
と
、
中
国

が
支
援
す
る
ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
排
除
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
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ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
コ
・
タ
ッ
ク
外
相
は
、
反
政
府
三
派
連
合
に

対
す
る
国
連
の
支
持
を
批
判
し
た
上
で
、「
ポ
ル
・
ポ
ト
派
か
ら
あ

ら
ゆ
る
法
的
地
位
を
奪
う
こ
と
が
（
和
平
達
成
の
）
目
的
に
つ
な
が

る
」
と
し
て
、
ポ
ル
・
ポ
ト
派
排
除
を
強
く
訴
え
た
。

　

同
日
午
後
の
討
議
で
は
、
国
連
の
デ
ク
エ
ヤ
ル
事
務
総
長
が
提
案

し
た
国
際
監
視
問
題
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
）
に
関
す
る
現
地
調
査
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
派
遣
に
対
し
て
、
ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
キ
ュ
ー
・
サ
ム
フ
ァ

ン
副
大
統
領
が
強
硬
に
反
対
し
、議
論
が
行
き
詰
ま
っ
た
。
キ
ュ
ー
・

サ
ム
フ
ァ
ン
は
、前
述
の
作
業
委
員
会
の
議
長
に
つ
い
て
も
、「
第
一
、

第
二
委
員
会
の
議
長
国
の
バ
ラ
ン
ス
が
欠
い
て
い
る
」
と
し
て
反
対

し
た
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
を
取
り
扱
う
第
一
委
員
会
は
イ
ン
ド
と
カ
ナ
ダ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
国
際
的
地
位
に
関
す
る
第
二
委
員
会
は
マ
レ
ー
シ
ア
と

ラ
オ
ス
が
議
長
国
）。
し
か
し
こ
れ
ら
二
点
に
つ
い
て
は
、
八
月
一

日
午
前
中
ま
で
舞
台
裏
の
調
整
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
ポ
ル
・
ポ
ト

派
が
矛
を
収
め
、
原
案
に
沿
っ
た
形
で
同
日
午
後
の
会
合
で
承
認
と

な
る
。
木
内
昭
胤
駐
仏
大
使
か
ら
外
務
大
臣
に
宛
て
た
電
信
に
よ
る

と
、
決
着
の
背
景
に
は
、
キ
ュ
ー
・
サ
ム
フ
ァ
ン
に
対
す
る
銭
其
琛

外
交
部
長
の
説
得
が
あ
っ
た
（
以
降
、
大
臣
会
合
レ
ベ
ル
に
関
す
る

記
述
は
木
内
大
使
発
外
務
大
臣
宛
の
一
連
の
電
信
に
よ
る
）。

　

大
臣
会
合
を
控
え
た
七
月
三
〇
日
朝
、
三
塚
博
外
相
（
六
月
に
宇

野
内
閣
が
発
足
）
は
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
殿
下
を
往
訪
し
た
。
シ
ア
ヌ
ー

ク
は
、「
今
次
国
際
会
議
に
お
い
て
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る

と
考
え
る
の
は
適
切
で
は
」
な
い
と
指
摘
。
そ
し
て
、「
越
は
ウ
ソ

を
つ
く
習
性
が
あ
る
の
で
、
撤
退
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
不
信
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ル
・
ポ
ト

派
の
軍
事
的
実
力
は
侮
り
が
た
い
と
し
て
、「（
同
派
を
含
め
た
）
四

派
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
」
と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
三
塚
は
三
〇
日
に
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
コ
・
タ
ク
外
相

と
も
会
談
。
こ
の
席
で
、「
九
月
末
ま
で
の
越
軍
撤
退
を
評
価
し
て

お
り
、
越
軍
撤
退
が
包
括
的
政
治
解
決
に
繋
が
る
こ
と
を
希
望
」
と

1990 年 6月3日、東京で開催されたカンボジア和平会議
において中山太郎外相主催の歓迎夕食会に臨む（左から右へ）
フン・セン首相、シアヌーク殿下、中山外相、ソン・サン首相、
キュー・サムファン副大統領、ラリナット殿下。89 年の取り
組みを経て、日本のカンボジア和平外交は 90 年代に開
花する（時事）
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述
べ
つ
つ
、「
こ
の
観
点
か
ら
国
連
が
関
与
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｍ
が
重
要
で

あ
り
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
の
非
人
道
的
政
策
の
再
来
阻
止
に
も
重
要
」

と
働
き
か
け
た
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
が
和
平
プ
ロ
セ
ス
と
イ
ン
ド

シ
ナ
復
興
の
双
方
に
貢
献
す
る
考
え
で
あ
る
と
表
明
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
タ
ク
外
相
は
、
国
連
の
関
与
を
求
め
る
日
本
側

の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
直
接
答
え
ず
、「
最
近
越
仏
関
係
が
発
展

し
て
お
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
が
経
済
協
力
関
係

の
拡
大
を
準
備
中
で
あ
る
」
と
発
言
し
、
問
題
の
包
括
的
解
決
ま
で

対
越
援
助
再
開
を
控
え
る
日
本
の
姿
勢
を
牽
制
し
た
。

　

三
塚
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
派
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
ソ
連
や
中

国
と
も
協
議
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
三
〇
日
の
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相

と
の
会
談
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
働
き
か
け
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
八
月
一
日
に
会
談
し
た
銭
其
琛
外
交

部
長
も
、「
中
国
の
Ｋ
Ｒ
（
ポ
ル
・
ポ
ト
派
）
に
対
す
る
影
響
力
は

限
定
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

外
相
欠
席
を
求
め
る
米
国
、
一
線
を
画
す
日
本

　

八
月
一
日
に
大
臣
レ
ベ
ル
会
合
は
い
っ
た
ん
終
了
し
、
翌
二
日
か

ら
同
月
末
ま
で
事
務
レ
ベ
ル
の
協
議
が
な
さ
れ
た
後
、
三
〇
日
か
ら

二
回
目
の
大
臣
レ
ベ
ル
会
合
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。し
か
し
、

包
括
的
な
問
題
解
決
へ
の
展
望
が
見
え
な
い
な
か
、
米
中
ソ
三
大
国

は
二
回
目
の
大
臣
会
合
に
外
相
を
送
ら
な
い
意
思
を
固
め
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
八
月
二
四
日
、
ソ
ロ
モ
ン
米
国
務
次
官
補

は
外
務
省
事
務
当
局
者
に
対
し
、「
数
ヵ
国
の
外
相
が
出
席
す
る
会

議
で
、
曖
昧
な
文
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
部
分
的
解
決

と
な
る
危
険
性
が
あ
る
」、「
日
本
の
外
相
の
出
席
は
大
き
な
影
響
力

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
月
末

の
大
臣
レ
ベ
ル
会
合
へ
の
日
本
の
外
相
出
席
を
断
念
す
る
よ
う
、
暗

に
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
側
は
、
①
会
議
の
行
方
が
不
明
瞭
な
の
で

現
時
点
で
不
参
加
の
方
針
は
決
め
か
ね
る
、
②
日
本
の
一
貫
し
た
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
支
持
の
立
場
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
外
相
が
み
な
出
席
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
な
か
な
か
不
参
加
の
方
針
は

打
ち
出
し
に
く
い
、
③
仮
に
出
席
す
る
場
合
で
も
、
日
本
は
包
括
的

解
決
を
希
求
し
て
お
り
、
部
分
的
解
決
と
な
り
う
る
文
書
に
は
同
意

を
与
え
な
い
こ
と
を
予
め
明
確
化
す
る
、
と
論
陣
を
張
っ
た
。

　

ま
た
米
国
は
同
じ
時
期
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
の
姿

勢
が
強
硬
化
し
て
い
る
点
を
念
頭
に
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
の
安
定

的
解
決
が
図
ら
れ
る
ま
で
は
対
越
圧
力
を
行
使
し
続
け
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
、
日
本
に
対
し
て
、
こ
の
年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る

越
外
相
の
訪
日
を
取
り
や
め
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日

本
側
は
、「
包
括
的
政
治
解
決
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
は
対
越
経
済
関
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係
改
善
に
は
動
か
な
い
」と
確
認
し
つ
つ
、「
越
外
相
が
訪
日
し
て
も
、

具
体
的
に
越
を
利
す
る
こ
と
に
は
な
り
え
な
い
」
と
主
張
し
た
。

外
交
努
力
続
け
る
も
、「
部
外
者
」
だ
っ
た
日
本

　

八
月
末
の
第
二
回
目
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
会
議
の
大
臣
レ
ベ
ル
会

合
に
は
、
海
部
新
内
閣
の
外
相
に
就
任
し
た
中
山
太
郎
が
出
席
し
、

二
八
日
、ま
ず
シ
ア
ヌ
ー
ク
殿
下
と
の
会
談
に
臨
ん
だ
。
会
談
冒
頭
、

シ
ア
ヌ
ー
ク
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
内
情
勢
に
触
れ
、「
本
年
七
月
以

来
越
・
フ
ン
セ
ン
側
の
軍
隊
は
、
非
常
な
攻
勢
を
か
け
て
き
た
が
、

こ
の
攻
勢
は
抗
越
三
派
側
の
反
撃
に
あ
っ
て
完
全
な
失
敗
に
帰
し
、

現
在
『
カ
』
の
国
内
軍
事
情
勢
は
、
抗
越
三
派
側
に
有
利
な
状
況
で

あ
る
」
と
説
明
し
た
。
九
月
予
定
の
「
越
軍
撤
退
」
も
、
西
側
諸
国

か
ら
の
「
援
助
欲
し
さ
の
コ
メ
デ
ィ
ー
」
と
切
り
捨
て
た
。

　

ほ
ぼ
聞
き
役
に
徹
し
た
中
山
外
相
は
、
会
談
終
了
に
あ
た
り
、「
今

回
の
大
臣
レ
ベ
ル
会
合
に
は
、
米
、
中
、
ソ
と
も
に
外
務
大
臣
が
来

な
か
っ
た
が
、
自
分
は
、『
シ
』
殿
下
に
対
す
る
支
持
の
姿
勢
を
示

す
と
と
も
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
協
力
し
て
『
カ
』
問
題
解
決
に

寄
与
す
る
た
め
、
来
仏
し
た
」
と
発
言
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ア
ヌ
ー

ク
は
、「
日
本
の
会
議
参
加
は
非
常
に
重
要
で
、
他
の
諸
国
に
も
多

く
の
良
い
影
響
を
与
え
る
」
と
評
価
し
た
。

　

八
月
三
〇
日
に
は
、
中
山
外
相
は
ベ
ト
ナ
ム
の
コ
ー
外
務
次
官
と

会
談
し
、「『
カ
』
四
派
の
話
し
合
い
が
早
い
機
会
に
行
わ
れ
和
平
に

向
け
て
包
括
的
な
会
議
が
開
催
で
き
る
よ
う
越
も
全
面
的
に
協
力
さ

れ
る
よ
う
」
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
越
側
は
、「
公
約
通
り
、
予

定
通
り
越
軍
撤
退
を
実
施
す
る
」
と
約
束
す
る
一
方
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
抗
越
勢
力
が
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
非
難
を
尊
重
し
よ
う
と
せ
ず
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
文
言
を
抹
消
し
て
し
ま
お
う
と
の
動
き
に
出
た
」

と
非
難
。
あ
く
ま
で
も
ポ
ル
・
ポ
ト
派
の
排
除
と
暫
定
政
府
に
お
け

る
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
の
権
限
の
尊
重
を
主
張
し
た
。

　

結
局
、
暫
定
政
府
で
の
パ
ワ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
問
題
な
ど
関

係
各
派
・
各
国
の
意
見
の
隔
た
り
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、

約
二
カ
月
に
及
ぶ
パ
リ
で
の
国
際
会
議
は
中
断
す
る
。

　

今
般
の
国
際
会
議
で
復
興
・
難
民
に
関
す
る
委
員
会
の
共
同
議
長

に
任
じ
ら
れ
た
日
本
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

問
題
に
関
し
て
は
ま
だ
「
部
外
者
」
で
あ
っ
た
（
池
田
維
元
タ
イ
公

使
）。
し
か
し
翌
九
〇
年
二
月
、
日
本
政
府
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
と

の
公
的
接
触
に
踏
み
切
っ
た
後
、
タ
イ
と
連
携
し
な
が
ら
、
六
月

に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
に
関
す
る
東
京
会
議
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

る
。
こ
の
会
議
で
、
パ
ワ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
問
題
に
方
向
性
を

見
出
し
た
意
義
は
大
き
く
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
府
五
〇
％
・
抗
越
三
派

五
〇
％
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
で
日
本
外
交
は
存
在
感
を
発
揮
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
●




